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ミヤマガマズミ基本種は丹沢，箱根

に分布しない!

(城川四郎)

ミヤマガマズミViburnumwrightii Miq.はふ

つう葉の表面に毛がないか，または絹毛を

散生する。その基本種に対し葉の表面に分

岐毛をやや密に生ずるオオミヤマガマズミ

var. stipellatum Nakaiという変種がある。単に

毛の有無だけの違いではなく，オオミヤマ

ガマズミの方が基本種に比べて葉がやや大

きく，多少葉形も違う。丹沢や箱根にオオ

ミヤマガマズミが分布することは承知して

いたが，基本種のミヤマガマズミの確認を

しないまま両方分布しているものと思い込

んでいた。しかし，近年，気になって丹沢

を歩くとき葉に触るよう心がけたところ，

すべてビロード感のあるものばかりであっ

た。オオミヤマガマズミの葉の表面は開出

する分岐毛がかなり密に生えているので，

触るとビロード感がある。その後，箱根を

歩くときも注意しはじめたが，やはり基本

種のミヤマガマズミに出会うことができな

かった。富士山3合目あたりを歩くときに

も注意してみたが，やはりオオミヤマガマ

ズミばかりである。今年は大分の久住山を

歩く機会があったが，ここでも観察したの

はオオミヤマガマズミだけであった。県立

博物館の標本を調べてみると，丹沢，箱

根，富士周辺はすべてオオミヤマガマズミ

だけであり，基本種のミヤマガマズミと判

定できる標本は，北海道，秋田，新潟，石

川，群馬，滋賀の各県を産地とするものの

外に，神奈川県植物誌1988の証拠標本とし

て採集された横浜市上郷町産(武井尚氏採

集)と相模湖町嵐山，陣馬山産(故森茂弥氏

採集)があった。日本の野生植物(平凡社)に

は軽井沢で撮影したミヤマガマズミとオオ

ミヤマガマズミの写真があるから，そこで

は基本種と変種が同所的に分布しているら

しい。しかし，標本を通覧した印象として

は， 基本種ミヤマガマズミは日本海側要素

の植物であり，変種オオミヤマガマズミは

太平洋側要素の植物であるように思われ

る。ただし，分布の境界を線で引けるよう

な単純なものではない。県立博物館の標本

の中でも，日本海側要素が強い黒姫山で採

集されたオオミヤマガマズミがあり，太平

洋側要素の強い神奈川に少数ながらミヤマ

ガマズミがあるなど，複雑な要素を内包し

ているらしい。この点について，手もとの

地方植物誌のなかで特に山口県植物誌(岡)

が注目される。「基本種ミヤマガマズミは普

通に産するのに対し，オオミヤマガマズミ

はプナ林と強く適合しているものと思わ

れ，千米以上で見られるにすぎないjと記述

している。わたしはミヤマガマズミをブナ

帯の植物と認識していた。しかし，山口県

ではミヤマガマズミとオオミヤマガマズミ

の分布域が異なり， ミヤマガマズミはブナ

帯より低い山域に分布しているようであ

る。相模湖町嵐山や陣馬山のミヤマガマズ

ミの標本をいぶかしく思っていたが，山口

県で見られるような分布と同じ型と考えれ

ば納得がいく。日本海側要素の.希薄な神奈

川ではミヤマガマズミの分布も希少で目立

たなかったのであろう。少なくとも関東以

西の太平洋側のブナ帯に分布するのはオオ

ミヤマガマズミだけではないかと推論す

る。今後，機会あるごとにその検証を続け

たい。

オオミヤマガマズミの葉の表面の毛につ

いて，日本の野生植物(平凡社)には「単純，

またはときに分岐するJ，原色日本植物図鑑

(保育社)には「星状毛J，山口県植物誌には

「短伏毛J，日本樹木総検索誌(杉本)には「長

い伏毛」と記述されているが聞出する 2

'""3分岐毛に単純毛が混じるJのが実態であ

る。なお，原色日本植物図鑑ではオオミヤ

マガマズミはミヤマガマズミとガマズミと

の雑種であろうと記しているが，それは全

く考えられぬことのように思う。
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丹沢のサカネラン

(高橋秀男)

前号(40)の表紙を飾ったサカネランNeottia

nid，ω-avis (L.) Rich. var. mandshurica Komar.の

写真は，東京大学総合資料館の大場研が6月

4日に西丹沢の権現山に遠足に出かけたと

き，メンバーの一員として加わり撮影した

ものである。山北町の西丹沢自然教室から

西沢を経て，権現山へ向かう途中，山頂に

近い標高1000m付近のブナ林中に l本生育

していた。

私はかつて，奥山春季監修の『植物採集

ニュース』第45号(1%9年9月)に「アオキラン

とサカネランの新産地」の表題で， 1969年6

月に南アルプス北岳の登山口の広河原で採

集した記録を報告したととがある。私に

とってサカネランは，懐かしい思い出のラ

ンでもある。

丹沢におけるサカネランは，丹沢山塊の

植物相の全貌を明らかにした調査報告書(林

弥栄ほか， 1%1)には記載されていないが，

1950年代には，風巻(城川四郎，1959.6.12， 

KPM 96635)，丹沢山(奥山春季， 1951.7.23， 

TNS)，清川村札掛(吉川代之助， 1凹95沼8.5.3

TNS1臼37η35斜4，HCM 49585)などの採集地が知

られている。乙れらの記録は『神奈川県植物

誌1兜8~の分布図に反映されており，神奈川

県レッドデータ生物調査報告書(1995)では

絶滅危倶種として報告されている。県内で

は，ほかに箱根の浅間山(沢田武太郎，

1929.5.17， KPM81432)と登戸(県植目1933)

で採集されている。

サカネランは高さ20-----40cmの地生ラン

で，茎，花柄，子房などに縮れた毛を密生

する。丹沢産もすべて有毛であった。花は

茎の上部に密集し，淡黄褐色の地味なもの

で， 6月頃に咲く o 極めて稀なランであるか

ら，根とそぎ抜き取る乙とは出来ないが，

地下部を見ると，沢山の径1-----1.5mmの肥厚

根が集まり開出または斜上する。逆根蘭(サ

カネラン)の名はこの根の生え方に由来す

る。主として中部以北の本州，まれに九

州，北海道，サハリン，南千島，中国東北

部，アムール，ウスリーに分布する。一方，

全株平滑，無毛のものがあり，これをエゾ

サカネラン var.nidus-avisと呼ぶ。北海道，

サハリン，シベリア，ヨーロッパに分布

し，一部の地域では混生していると言う。

属名のNeottiaネオッチアはギリシャ語の

鳥の巣，種小名のnidus-avisニドス ・アウイ

スもラテン語で鳥の巣の意味，根の集まり

が鳥の巣に似ているから名付けられた。
'_"__"..r""""_".."/sI/r，，.，/_/_/_，，，.，-/..，/_/_/""'"'' 

アレテイネガヤの発見

(山田文雄)

1995年9月27日(水)，横浜市中区新山下町

3丁目の貯木場付近の路傍において，見慣れ

ぬイネ科の植物を発見した。アズマネザサ

のように節に白い葉鞘が残っているのが印

象的だった。近くには計 6株が生えてい

た。付近は宅地からの排水が流れ，水たま

りができやすいところで，タカサブロウな

どが生えていた。ちょうどとの秋，県博の

かながわ県民アカデミーでイネ科の講義を

受けていたとともあり，興味深く思い採集

して調べたところ，長田武正著『増補日本イ

ネ科植物図譜~(平凡社) P. 1∞のアレチイネ

ガヤOryzopsismiliacea (L.)Ben血 etHook. ex 

Asch. et Schweinf.に似ていた。早速，県博の

木場英久先生に詳しく調べていただいたと

とろ，まさしくそうであるとのお答えをい

ただいた。神植誌1988には記録がないので

神奈川県新産である。

今回採集したアレチイネガヤの概要は次

のとおりである。多年草。稗は根元から多

数枝分かれして斜上し，秋には倒伏して節

から根を出す。高さ70-----8Ocmになり，丈夫

で固く，緑色で光沢があり，太さは径1.5-----

2.5mm。稗の上部にはやや下向きの微毛が

ある。葉鞘に毛は無い。葉は長さ 10-----
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/ 
アレテイネガヤ

. a'全体.bタl頴の先端.c:?t.序の一部 E 
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17cm，巾2'"'"'5mmであった。葉の形は線形

で先はしだいに針のよう に細くなってい

き，表面，裏面ともに無毛である。 色は稗

より少し淡い緑である。葉舌は高さ 1'"'"'

2.5mmぐらいである。葉耳はあまり発達し

ない。円錐花序は6個内外の節をもち各節

から4"-'5本の枝を輪生し， 24cmぐらいで，

枝は微細な上向きの毛があり，ざらつく。

小穂は有柄， 1小花よりなっていて，第一

包頴は長さ 3mm，3脈，第二包頴は長さ

2.6mm， 3脈である。外頴には長さ4.3mmぐ

らいの苦が先端より出ている。開花は円錐

花序の先端， または枝の先端より始まり，

したがって先のほうでは結実し，元のほう

では開花している様子が同じ花序で同時に

見られる。さらに，春から夏にかけて伸び

た稗の節から，秋に芽を出し花穂をつけて

いる。

一 一………
絶滅したと思ったら・

再発見されたラン科植物 その2

(勝山輝男)

昨年FLORAKANAGA W A No.38でフガ

クスズムシとキソエビネの再発見について

報告しましたが，今年もイチョウラン，コ

フタパラン， アリドオシラン， ヒナチド

リ， ミヤマモジズリの5種のラン科の消息

不明種が再発見されました。この5種は神

奈川県植物誌1988の調査で標本が採集でき

ず，その後も発見されなかったので，神奈

川県レッドデータ生物報告書でも絶滅(Ex)

としてしまいました。それぞれ写真をつ

け，速報したいと思います。

イチョウラン Dactylosωlix ringens Rchb.f 

6月の野外研究会のとき，二宮町の山本

絢子さんが「西丹沢のxxxにありますよ，
写真も撮ってあります」と教えてくださいま

した。写真は1991年5月15日に撮影されたも

のです。箱根の神山で沢田武太郎が1930年

代に採集した古い標本(KPM-81404，KPM-

81405)が県博に残されていますが，丹沢の

記録はありませんでした。本来は亜高山帯

の針葉樹林のコケのある林床などに生える

種類なので，丹沢や箱根からはもう期待で

きないものと思っていました。

コフタノてラン

Listera corぬtaR.Br. var.japonica H.Hara 

県博に箱根神山で採集された古い標本

(KPM-11573箱根神山 1963.06.27大場達之i

KPM-81426箱根大涌谷 1936.05.25沢田武太

郎)が残されていますが，神奈川県植物誌

1988では標本が採集されていませんでし

た。二宮町の山本絢子さんから，次のアリ

ドオシランとともに，箱根に現存すること

を教えていただきました。そこで1995年7

月9日に山本さんに案内していただき，勝

山，木場，金井，梅木で見に行きましたe

アリドオシランとほぼ同じ場所で数本のコ

イチョウラン
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フタパランを見つけることができました。

高さ2"'3cmのきわめて小型のランですか

ら，よく目を凝らしていないと見逃してし

まいます。すでに子房が膨らみ，果実が実

りかけていました。

アリドオシラン Myrmechis japonica Rolfe 

本種も県博に箱根神山で採集された古い

標本CKPM-91429箱根神山 1見7.07.21沢田武

コフタノてラン

アリドオシラン
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太郎)が残されていますが，神奈川県植物誌

1988の調査では発見されませんでした。文

献には箱根だけでなく，丹沢の記録もあり

ます。コフタパランと同様， 1995年7月9日

に箱根で再確認しました。個体数は多く，

林床の落葉の聞に白米をばらまいたように

点々と白色の花がみつかりました。花の盛

りにはやや早く，完全に聞いている花はま

だありませんでした。

ミヤマモジズリ



ヒナチドリ

ミヤマモジズリ Neottianthe cucullata Schl仕.

1995年9月12日に山本絢子さんと金井和

子さんが表丹沢で発見されました。丹沢と

箱根に記録がありましたが，神奈川県植物

誌1988の調査では見つかりませんでした。

富士山周辺には多く見られるので，丹沢で

の再発見が期待されていた種類です。

ヒナチドリ Poneorchis chidori Ohwi 

樹幹に着生するラン科植物。林弥栄らの

丹沢山塊植物調査報告(I96I)に塔ヶ岳，

ユーシンの記録があり，との標本は科博に

残されていることが確認されています。

1995年7月30日に秋山，城川1，田中，勝山の

4名で丹沢大山自然環境調査のために世附

川方面を調査しました。その際，イタヤカ

エデの大木に着生するピンク色の花が目に

入りました。木に近づいて双眼鏡で観察し

たところ，本種であることが確認できまし

た。l∞株近く着生していましたが，木が大

きくとても採集できそうにあり ません。し

ばし，眺めてあきらめました。しかし3 そ

の木からそれほど離れていないところに，

もう 1本ヒナチドリの着生している木が見

っかり，こちらは5mほどよじ登るととが

でき，棒を使って3"""4株落すことに成功

しました。丹沢で2度目の採集記録です。

感激の 1日でした。

.'~J~'~''''・F/'・F/.・r，~，~，.. ・F/.圃F/'・P"~''''・r，~'~'"・F/'・・'/.

藤沢市大庭遊水地のヨモギ属

(根本平)

最近多目的公園として造成された大庭遊

水地の土手には，北海道以外の日本各地で

見られるヨモギArtemisiaprinceps Pamp.ばか

りでなく， 山地や丘陵に多いオトコヨモギ

A.}α'Ponica Thunb.，河原や海岸砂丘に多いカ

表1 ヒメヨモギ(A)と，ヒメヨモギに近い個体群(B).

総包の幅 総包の長さ 下方の葉 上方の葉

A lmm 2.5-3mm 長卵形で，羽状深裂する。 長さ約1-3佃の線形の葉を

裂片は幅3mm以下と狭い。 密につける。

B 1.5-2 2.5-3.5 広卵形で羽状深裂する。 葉数が比較的疎ら o 葉の大小

1.5-2.5 2.5-3.5 裂片は幅5mm内外と広い。 長短が目立ち，幅6mm，長さ

2-2.5 3-3.5 7cmを超すものも混じる。
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カワラヨモギ1.5-2 

タカヨモギ 2~2.5 ~ 4~5 ヒメヨモギ 1-2~2.5 ヨモギ1.5-3~3.5 (つぼみ)

大庭遊水地のヨモギ属6種.数字は，頭花の幅一長さ (mm).
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1 -3 
1........1.5 -2........2.5 1 -3 

2........3 -3-3.5 

ヒメヨモギに近い個体.数字は，頭花の1福一長さ (mm).
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表2.ヨモギ属6種の花期

種名 長田a 北村p 牧野c 寺崎d 北村20 藤沢現地

イワヨモギ 9.......10月 9.......10月 8月

オトコヨモギ 8.......10月 8.......9月 秋 8.......11月 8.......9月 7.......8月

カワラヨモギ 8.......10月 夏~秋 9.......10月 9.......10月 7月

タカヨモギ 夏 8月

ヒメヨモギ 8.......10月 8.......10月 秋 8.......11月 7.......8月

ヒメヨモギに近い個体群 7.......8月

ヨモギ 9.......10月 8.......10月 夏~秋 8.......10月 9.......10月 9月以降

出典 a:長田武正，日本帰化植物図鑑(北隆館)，検索入門・野草図鑑4(保育社);b:北村四郎，原色日本

植物図鑑上(保育社);c:牧野富太郎，牧野新日本植物図鑑(北隆館);d:寺崎留吉，寺崎日本植物図譜(平凡

社);広北村四郎，週刊朝日百科・世界の植物3(朝日新聞社)

ワラヨモギA.capillaris Thunb.，丹沢山麓の

清川村でしか確認されていなかったイワヨ

モギA.iwayomogi Kitam.，小田原以東三浦半

島までの湘南一帯では確認されていなかっ

たヒメヨモギA.feddeiLev. et Van.，県内で

は，まだどこでも確認されていなかったタ

カヨモギA.selengensisTurcz.などが，かなり

多く群生しております。

公園造成以前の休耕田の時期には，まれ

にオトコヨモギがはえるほか，ほとんどヨ

モギであったと記憶しております。その遊

水地の土手に，ヨモギ属が大量群生した原

因としては，次のようなことが考えられま

す。土手の造成の際，土留め用植物(オニウ

シノケグサ，ヒロハノウシノケグサなど)の

播種に，ヨモギ属の種子が混入していて，

一緒にはえたということです。そして，こ

の土手の環境がイネ科のウシノケグサ属よ

りもキク科のヨモギ属向きであったため，

年毎に繁茂して主客転倒の現状にいたった

と考えられます。この客人は，主人以上に

しっかりと土手に地下茎を伸ばし，土留め

の役目を立派に果たしております。今後の

高速道路などの土留め役には，殺風景なイ

ネ科よりこちらを推薦したいところです。

それにしても，数種の同属植物が共存共栄

するこの現象は，きわめて珍しいととだと

思います。

また，上記の 6種以外に，ヒメヨモギに

近い個体群が観察されますが，確実なとこ

ろはまだ分かりません(表1)。今までのヒ

メヨモギの記載によると，表 1のBはヒメ

ヨモギの 1品種かもしれません。またヒメ

ヨモギと別の種類かもしれません。

今日まで都道府県別に植物誌が多数出版

されておりますが，その中でも白眉といわ

れるのが， 本県の 『神奈川県植物誌1988~で

す。これによりますと，関東産のヒメヨモ

ギは，西日本のそれと若干異なり，ヨモギ

との交雑個体群とも考えられるとありま

す。

しかし，藤沢市の現地のヒメヨモギは7

月に咲き，ヨモギは9月以障に咲くので，

とこに限っては両者の交雑の可能性は薄い

と思われます(表2参照)。総包の形や大き

さ，葉の状態などの外観では，タカヨモギ

との類似点が多く，花期の点からもタカヨ

モギの方が，ヒメヨモギとの交雑の可能性

が高いと思われます。タカヨモギに似て，

緑色の光沢のある硬い円い茎をした個体も

観察されました。

Bには，シベリア原産で，サラダやオム

レツなどの香辛料にするためヨーロッパで

栽培され，フランスのエスカルゴ料理にも
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使われるというタラゴンArtemisia

drucunculus Lのような個体も見られました

が，とれは普通開花せず，開花しても実ら

ず，挿し芽でふやすそうですから， 他人の

空似ということかもしれません。

ヨモギ属の花期について，一般的な図鑑

で調べましたら表2のような差異がありま

した表2以外の著書では，杉本順一著『日本

草本植物総検索誌 1 ~ (6 月社)や『週刊朝日

百科 ・植物の世界』などには，花期の記述は

皆無。山と渓谷社の『日本の野草』には，オ

トコヨモギp カワラヨモギ，ヨモギともに9

~10月 。 E神奈川県植物誌1988~にはオトコ

ヨモギの秋咲きのみ。今年の異常気象に，

かなり影響されているかもしれませんが，

藤沢市の現地のそれとは，あまりに隔たり

があります。来年はこの点も含めて観察を

深めていきたいと思います。

ヒメヨモギに近い個体群につきまして

は，博物館にお願いして，新鋭機器によっ

て観察し，同定していきたいと考えており

ます。
，~，~，~/~/~，~，~/~/~/...，/~/~/..."..."~，~.，...，， ... 

横浜市港南区に追加される植物

(田中京子)

野庭町の通称上野庭地区と下永谷を中心

に調査したところ，思いがけず多くの新産

種に出会うことができた。山林の宅地化が

進むなか，僅かに緑地が残っている地域

で，まだ貴重種が発見される可能性がある

が，とれまでの記録を報告する。

-ハイイロヨモギ下永谷(1995.8.8)

永谷川べりの土手に頭花の大きい見慣れ

ないヨモギ属の小群落があった。高橋秀男

先生に鑑定をお願いしたととろ，帰化植物

のハイイロヨモギとのとと。強い臭いがあ

り，下方の葉は葉柄が長く 2~3 回羽状に

裂ける。 との土手ではハイイロヨモギが優

勢で，高さ1mぐらいの大きな株や却cmぐら

いの細長い株が，ヨモギやブタクサなどと

混ざって群生している。長田著『原色日本帰

化植物図鑑』によると「長野県小諸町の千曲

川畔の川 らで1952年発見され，今のところ

日本で唯一の産地であるjと記されている。

どうして下永谷に侵入してきたかは不明で

ある。

-ナツフジ 下永谷(1995.8. 25)，野庭町

(1995. 7. 12)，芹ヶ谷(1995.8目 16)

以前，上永谷の山林で採集したナツフジを

報告したが(横浜植物会年報24号P.37-41)， 

新たに3ヶ所の林縁に自生しているのが見

つかった。東海道以西に分布するといわ

れ，神奈川県での自生を疑問視するむきも

あるようだが，下永谷在住の大津任氏によ

ると，付近の山林では普通にみられたとの

こと。今回の発見場所からみても，まず自

生していたとみて間違いないと思われる0

・ヤマエンゴサク 下永谷(1995.4.17) 

神奈川県植物誌1988によると，県内にお

ける分布型はコナラーヤマブキソウ型で，

県北部で記録されている。今回，分布地域

から大分離れた港南区で採集した。

-イチリ ンソウ 下永谷(1995.4. 30) 

ヤマエンゴサクがあった同じ場所に群生

している。道路拡張工事のため山林が削ら

れている付近の現状をみると，以前には

もっと多数生育していたと思われる。

・ヒトツパハギ 芹ヶ谷(1995.6.6)

戸塚区との境に， 雌株と雄株が合わせて

5本あり，花や実を観察するには好適地。

この場所は，もと山林だ、ったところが住宅

地になったところで，その斜面に僅かに

残っている。

・キツリフネ 野庭町(1995.7. 23) 

竹林下に群生している。横浜市では稀産0

・タチヤナギ下永谷(1995.4.30)

永谷川べりの湿地で1本確認した0

・ヒメドコロ 野庭町(1995.9.4)

低地で生育しているのは稀だとのことで

ある。

・オヘビイチゴ下永谷(1995.4.30)

・ツクパキンモンソウ 下永谷(1995.5.8)
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-カワラヨモギ下永谷(1995.8.8)

・ササパギンラン 下永谷(1995.5.8)

・ホオノキ芹ヶ谷(1995.8. 16) 

-タニソパ野庭町(1995.7.23)

-コパノガマズミ 野庭町(1995.7. 12) 

・セイヨウヤブイチゴ下永谷(1994.6. 15) 

・ユウゲショウ 野庭町(1995.5. 19) 

・ウスベニチチコグサ 下永谷(1995.5.8)

・コゴメパオトギリ 日限山(1995.7. 23) 

稲垣ユキ子氏の案内で採集したもの0

・コクラン野庭町(1995.7.12) 

あまり人が入らないスギの植林地に点在

している。

・カワラナデシコ 野庭町(1995.7. 23) 

水田のあぜ、道の土手に2株あった。めっ

きり個体数が減ってしまった花の一つ。

・コハナヤスリ 野庭町(1995.7. 12) 

栄養葉は中央部よりやや下が広い。スス

キやナンパンギセル，ヒメハギなどが見ら

れる草地に生育している。神奈川県では稀

産種。

・アワブキ野庭町(1995.7. 23) 
r/A・r/A・r，.."A・r/A・v〆4・r'''''''iIIIIr，..."iIIIIr，，，，，.，，A・P'，...，.，.-r，，，・・'/A・r，

平成 7年度野外研究会の記録

(事務局)

6月25日(日)と10月10日(祝・火)に実施さ

れた2回の野外研究会について報告する。

6月25日に実施された第1回の野外研究会

は，高橋秀男，勝山輝男，木場英久，田中

徳久の案内による，小田原市入生田から，

石垣山を越え，早川へと抜けるコースで，

調査メッシュは，小田原4にあたる。10月

10日に実施された第2回の野外研究会は，

城川四郎，秋山 守の案内による，清川村

土山峠から，経ヶ岳を越え，愛川町半原へ

と抜けるコースで，調査メッシュは，清川

3と愛川町にあたる。

当日観察された植物と参加者は以下のと

おりである。植物の記録は，第 1回は長谷

川義人，第2回は根本 平，高坂雅子，田

中京子の各氏による。なお，メッシュ新産

のものなど，一部の種では標本が採集され

ているが， 大部分はメモによる記録であ

る。 また，疑問符や()書きのメモなどは割

愛させて頂いたので，活用には留意された

い。記録を寄せられた各氏に感謝の意を表

する。

6月25日(日)

Oイワヒパ科:イヌカタヒパ，クラマゴ
ケ， 0トクサ科:スギナ，0ゼンマイ科:
ゼンマイ，0ウラジロ科:ウラジロ， 0ワ
ラビ科:イワガネゼンマイ，イヌシダ，イ

ワヒメワラビ，フモトシダ，タチシノブ，

オオパノイノモ トソウ，イノモトソウ， ホ

ラシノブ， 0キジノオシダ科:キジノオシ

ダ， 0オシダ科:ホソパカナワラビ，ハカ
タシダ，オニカナワラビ，リョウメンシ

ダ，イヌワラビ，ヤマイヌワラビ，ヒロハ

イヌワラビ，シケチシダ，キヨスミヒメワ

ラビ，ホシダ，ヤブソテツ，ヤマヤブソテ

ツ，ベニシダ，クマワラビ，オクマワラ

ビ，オオイタチシダ，ミゾシダ，イヌガン

ソク，ゲジゲジシダ，アイアスカイ ノデ，

イノデ，ジュウモンジシダ，ハシゴシダ，

ハリガネワラビ，ヤワラシダ，ヒメワラ

ビ，0チャセンシダ科 :トラノオシダ， 0
マキ科:ナギ， 0マツ科:モミ，。ヒノキ
科 :ヒノキ， 0イネ科 :タチカモジグサ，
カモジグサ，ヤマカモジグサ，ヒメコパン

ソウ，キツネガヤ，ホガエリガヤ，カモガ

ヤ，ホソムギ，ネズミホソムギ，ススキ，

チヂミザサ，シマスズメノヒエ，スズメノ

カタビラ，カニツリグサ， 0タケ科 :マダ
ケ，ハコネダケ， 0カヤツリグサ科 :ナキ
リスゲ，ホンモンジスゲ，0ツユクサ科 :
ツユクサ，ヤブミョウガ， トキワツユク

サ， 0ビャクブ科 :ナベワリ， 0ユリ科 :
ウバユリ，ホウチャクソウ，ノカンゾウ，

ヤマユリ，ヤプラン， オオパジャノヒゲ，

ナルコユリ，オオナルコユリ，キチジョウ
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ソウ，サルトリイバラ，シオデ，ホトトギ

ス， 0ヤマノイモ科:オニドコロ，0アヤ
メ科:シャガ， 0ショウガ科 :ハナミョウ
ガ，0ラン科 :コクラン， 0ドクダミ科:
ドクダミ，0センリョウ科:フタリ シズ
カ，0カバノキ科:オオパヤシャプシ， 0
ブナ科:スダジイ，0ニレ科 :ムクノキ，
エノキ，ケヤキ， 0アサ科 :カナムグラ，
Oクワ科 :ヒメコウゾ， クワクサ，イヌビ
ワ，イタピカズラ，ヤマグワ， 0イラクサ
科 :ハマヤブマオ，カタパヤプマオ，クサ

コアカソ，クサマオ，ナンバンカラムシ，

ナガパヤブマオ，ムカゴイラクサ，ミズ，

ヤマミズ， 0ウマノスズクサ科:オオパウ
マノスズクサ，オトメアオイ， 0タデ科 :
ミズヒキ，ママコノ シリヌグイ，ヤプタ

デ，ツルドクダミ，イタドリ， 0ヒユ科:
ヒナタイ ノコヅチ，0ナデシコ科:オラン
ダミミナグサ，ツメクサ，ウシハコベ， 0
フサザクラ科:フサザクラ，0キンポウゲ
科:イヌショウマ，サラシナショウマ，ボ

タンヅル，ハンショウヅル，ヤマキツネノ

ボタン， 0アケビ科:アケビ，ミツバアケ
ビ，0ツヅラフジ科:アオツヅラフジ， 0
モクレン科 :シキミ，。クスノキ科:ヤブ

ニッケイ，ニッケイ，アプラチャン，クロ

モジ，タプノキ， 0ケシ科:タケニグサ，
Oアブラナ科 :ヤマハタザオ， 0ベンケイ
ソウ科:コモチマンネングサ， 0ユキノシ
タ科:アカショウマ，クサアジサイ，マル

パウツギ，タマアジサイ，ヤマアジサイ，

ユキノシタ， 0パラ科:キンミズヒキ，ヤ
ブヘビイチゴ，ビワ，オオシマザクラ，ア

ズマイバラ，フユイチゴ，クサイチゴ，モ

ミジイチゴ，カジイチゴ，0マメ科:ネム
ノキ，ヤブマメ，ホドイモ，ヌスピトハ

ギ，ノササゲ，キハギ，ネコハギ，クズ，

フジ， 0カタバミ科:カントウミヤマカタ
バミ，カタバミ，ハナカタバミ， 0ミカン
科:マツカゼソウ， コクサギ，0ニガキ
科:シンジュ， 0トウダイグサ科 :ナット

ウダイ，アカメガシワ，シラキ，ヒトツパ

ハギ， 0ウルシ科:ヌルデ，ヤマハゼ， 0
ニシキギ科:マユミ，0ミツバウツギ科:
ミツバウツギ， 0クロウメモドキ科:クマ
ヤナギ，0ブドウ科:キレハノブドウ，ヤ
ブカラシ， ツタ，サンカクヅル，エピヅ

ル，0シナノキ科 :カラスノゴマ，0ツバ
キ科:チャノキ，ヒサカキ，ヒメシャラ，

Oスミレ科:ナガパノスミレサイシン，タ
チツボスミレ， 0シュウカイドウ科:シュ
ウカイドウ， 0キプシ科 :キプシ， 0ジン
チョウゲ科 :オニシパリ，0ウリノキ科:

ウリノキ， 0アカパナ科:メマツヨイグ
サ，ユウゲショウ， 0ウコギ科:オカウコ
ギ，ヤマウコギ，ウ ド，タラノキ，キヅ

タ， 0セリ科:イワニンジン， セントウソ
ウ，ミツバ，ミヤマチドメ，ウマノミツ

バ， オヤブジラミ，0ミズキ科:クマノミ
ズキ，ハナイカダ， 0ヤブコウジ科:マン
リョウ， 。サクラソウ科:ミヤマタゴボ

ウ，オカトラノオ，コナスビ， 0エゴノキ
科 :エゴノキ， 0モクセイ科:ネズミモ
チ，オオパイボタ，0キョウチクトウ科:
テイカカズラ，0ガガイモ科 :キジョラ
ン，オオカモメヅル，0クマツヅラ科:ク
サギ， 0シソ科:トウパナ，イヌトウパ
ナ，セキヤノアキチョウジ， 0ナス科:ヒ
ヨドリジョウゴ，イヌホオズキ，ハダカホ

オズキ，0ゴマノハグサ科:タチイヌノフ
グリ，オオイヌノフグリ， 0キツネノマゴ
科 :キツネノマゴ， 0ハエドクソウ科:ハ
エドクソウ， 0オオバコ科:オオバコ， 0
アカネ科:ヤマムグラ，ハマサオトメカズ

ラ，アカネ，0スイカズラ科:スイカズ

ラ，ニワ トコ，ガマズミ，ニシキウツギ，

Oウリ科:アマチャヅル，0キキョウ科:
ヤマホタルブクロ，ツルニンジン， 0キク
科:ヨモギ，ノコンギク，シロヨメナ， コ

センダングサ，モミジガサ，タイアザミ，

オオアレチノギク，ヒメジョオン，ハルジ

オン，ヒヨドリパナ，ツワブキ，ハキダメ
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ギク，ニガナ，ユウガギク，アキノノゲ

シ，ケムラサキニガナ，カシワパハグマ，

フキ，コウゾリナ，シュウプンソウ，ヤブ

レガサ

当日の参加者 :秋山守，石渡宏，稲

垣ユキ子，岩田 賀，梅木俊子，大前悦

宏，勝山輝男，河又猛，菊地真知子，国

沢則子，木場英久，佐々木あや子，高坂雅

子，高橋多枝子，高橋秀男，田中京子，田

中徳久，長岡伺，中尾虞弓，根本平，萩

原恭一，長谷川義人，山内好孝， 山下 勇，

山下敏夫， 山田友久， 山田文雄， 山本絢子

10月10日(祝・火)

Oイワヒパ科 :クラマゴケ，イワヒパ，
Oトクサ科:スギナ， 0ハナワラビ科:オ
オハナワラビ，0ゼンマイ科:ゼンマイ，
Oカニクサ科:カニクサ， 0ワラビ科 :イ
ワガネソウ，イヌシダ， タチシノブ，ワラ

ビ，オオパノイノモ トソウ，イノモトソ

ウ， 0シノブ科:シノブ，0オシダ科:イ
ヌワラビ，ヤマイヌワラビ，ホシダ，ヤブ

ソテツ， ヤマヤブソテツ，ベニシダ， トウ

ゴクシダ，オオベニシダ，クマワラビ，オ

クマワラビ，オオイタチシダ， ヤマイタチ

シダ，ミゾシダ，シケシダ，ナチシケシ

ダ，フモトシケシダ，ハクモウイノデ，ゲ

ジゲジシダ，アイアスカイノデ，イノデ，

イノデモドキ，アマギイノデ，ハリガネワ

ラビ，ヒメワラビ，ミドリ ヒメワラビ， 0

チャセンシダ科 :コパノヒノキシダ，イワ

トラノオ， 0ウラボシ科:ヒメノキシノ
ブ， 0イチイ科 :カヤ， 0イヌガヤ科:イ
ヌガヤ， 0マツ科 :モミ，アカマツ，ツ
ガ， 0スギ科 :スギ， 0ヒノキ科:ヒノ
キ，サワラ，アスナロ，0イネ科:カモジ

グサ，ヌカポ，コプナグサ，トダシパ，ヤ

マカモジグサ，ノガリヤス，メ ヒシパ，ア

キメヒシパ，アプラススキ，オヒシパ，カ

ゼクサ，ナルコビエ，ウラハグサ，ササガ

ヤ，ヒメアシボソ，アシポソ，ススキ，チ

ヂミザサ，コテヂミザサ，ヌカキビ，オオ

クサキピ，スズメノヒエ，チカラシパ，ヨ

シ，アキノエノコログサ，キンエノコロ，

エノコログサ，セイパンモロコシ， オオア

プラススキ， ハネガヤ， 0タケ科:アズマ
ネザサ，ヤダケ，ミヤマクマザサ， ミヤコ

ザサ，スズタケ， 0カヤツリグサ科 :シラ
スゲ，ケスゲ，ヒカゲスゲ， ナキリスゲ，

カンスゲ，ホンモンジスゲ， 0サトイモ
科:セキショウ，ミミガタテンナンショ

ウ，カントウマムシグサ，ウラシマソウ，

Oツユクサ科 :ツユクサ，ムラサキツユク
サ， 0イグサ科:タチコウガイゼキショ
ウ， 。ユリ科:ホウチャクソウ，チゴユ

リ，オオパギポウシ， ヤマユリ，ヤプラ

ン，ジャノヒゲ，ナガパジャノヒゲ，オオ

パジャノヒゲ，ナルコユリ，アマドユロ，

キチジョウソウ，ツルポ，サルト リイバ

ラ，シオデ，ヤマガシュウ， ヤマホトトギ

ス， 0ヒガンバナ科:ヒガンバナ， 0ヤマ
ノイモ科 :ヤマノイモ，キクパドコ口，ヒ

メドコロ，オニドコロ， 0アヤメ科 :シャ

ガ， 0ショウガ科 :ミョウガ，0ラン科 :

サイハイラン，ツチアケビ， 0ドクダミ

科:ドクダミ，0センリョウ科:ヒトリシ

ズカ，フタリシズカ， 0ヤナギ科:イヌコ
リヤナギ，0クルミ科 :オニグルミ， 0カ
バノキ科:オオパヤシャブシ， サワシパ，

クマシデ，アカシデ，イヌシデ，ツノハシ

パミ， 0ブナ科 :クリ，シナグリ，スダジ

イ，アカガシ，アラカシ，シラカシ，クヌ

ギ，コナラ， 0ニレ科:エノキ，ケヤキ，

Oアサ科 :カナムグラ， 0クワ科:ヒメコ
ウゾ，クワクサ，イタビカズラ，ヤマグ

ワ，0イラクサ科:クサコアカソ，オオバ
コアカソ，サガミヤブマオ，クサマオ，メ

ヤブマオ，コアカソ，ムカゴイラクサ，ミ

ズ，ヤマミズ，アオミズ，イラクサ， 0ウ
マノスズクサ科:オオパウマノスズクサ，

タンザワウマノスズクサ，ランヨウアオ

イ，カンアオイ，カントウカンアオイ， 0
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タデ科:ミズヒキ，オオイヌタデ，イヌタ

デ，タニソパ，ポントクタデ，アキノウナ

ギツカミ，ミゾソパ，ハナタデ，ナガボハ

ナタデ，イタドリ，スイバ，ギシギシ， 0
アカザ科 :シロザ，アリタソウ，ケアリタ

ソウ， 0ヒユ科:ヒナタイノコヅチ，ヒカ
ゲイノコヅチ，ホソアオゲイトウ，イヌビ

ユ， 0スベリヒユ科:スベリヒユ， 0ナデ
シコ科 :ウシハコベ， 0フサザクラ科:フ
サザクラ， 0キンポウゲ科:イヌショウ

マ，コボタンヅル，ハンショウヅル，クサ

ボタン，センニンソウ，シロパナハンショ

ウヅル，ウマノアシガタ，アキカラマツ，

Oアケビ科 :アケビ，ミツバアケビ，0ツ
ヅラフジ科 :アオツヅラフジ， オオツヅラ

フジ， 0モクレン科:シキミ，サネカズ

ラ，ホオノキ， 0クスノキ科:ヤプニッケ
イ，ヤマコウパシ，ダンコウバイ，アプラ

チャン，クロモジ，タプノキ，シロダモ，

Oケシ科:タケニグサ， 0アブラナ科:ナ
ズナ，タネツケパナ， 0ユキノシタ科:ウ
ツギ，マルパウツギ，タマアジサイ，ガク

ウツギ，ヤマアジサイ，ユキノシタ， 0パ
ラ科 :ヒメキンミズヒキ，キンミズヒキ，

クサボケ，ヤブヘビイチゴ，ダイコンソ

ウ，ヤマブキ，カマツカ，イヌザクラ，ウ

ワミズザクラ，マメザクラ，ヤマザクラ，

アズマイバラ，ノイバラ，クマイチゴ， ク

サイチゴ，ニガイチゴ，モミジイチゴ，ナ

ワシロイチゴ，ウラジロノキ，シモツケ，

コゴメウツギ， 0マメ科:ネムノキ，ヤブ
マメ，ケヤプハギ，ヤプハギ，フジカンゾ

ウ，ヌスピトハギ，ノササゲ，ツルマメ，

キハギ，マルパハギ，イヌエンジュ，ク

ズ， トキリマメ，ハリエンジュ，フジ， 0
フウロソウ科:ゲンノショウコ， 0カタパ
ミ科:カタバミ，アカカタバミ， 0ミカン
科:マツカゼソウ，カラスザンショウ，イ

ヌザンショウ， コクサギ，キハダ，オオパ

キハダ，ミヤマシキミ，サンショウ， 0ニ
ガキ科 :ニガキ， 0トウダイグサ科:エノ

キグサ，タカトウダイ，コニシキソウ，ア

カメガシワ，シラキ， 0ドクウツギ科:ド

クウツギ，0ウルシ科:ヌルデ，ヤマハ
ゼ， 0モチノキ科:イヌツゲ，0ニシキギ
科 :ツルウメモドキ，オニツルウメモド

キ，オオツルウメモドキ，コマユミ，マサ

キ，ツリパナ，マユミ， 0ミツバウツギ
科:ミツバウツギ， 0カエデ科:オオモミ
ジ，チドリノキ，ミツデカエデ，ウリカエ

デ，カジカエデ，オニイタヤ，ウラゲエン

コウカエデ，イタヤカエデ，エンコウカエ

デ，イロハモミジ，0アワプキ科:アワプ
キ，0ツリフネソウ科 :ツリフネソウ，ナ
メラツリフネソウ， 0クロウメモドキ科:
クマヤナギ， 0ブドウ科:ノブドウ，キレ
ハノブドウ，ヤブカラシ，ツタ，サンカク

ヅル，エピヅル， 0シナノキ科:カラスノ
ゴマ， 。マタタビ科:サルナシ，マタタ

ビ，0ツバキ科:ヤブツバキ，チャノキ，
ヒサカキ，0スミレ科:ナガパノスミレサ
イシン，エイザンスミレ，タチツボスミ

レ，アオイスミレ，ケマルパスミレ，ヒナ

スミレ，ヒカゲスミレ， 0イイギリ科:イ
イギリ，0キブシ科:キプシ， 0ジンチョ
ウゲ科:オニシパリ， 0グミ科:ツルグ
ミ， 0アカパナ科:アカパナ，メマツヨイ
グサ，0ウコギ科:ヤマウコギ，ミヤマウ
コギ，ウド，タラノキ，ヤツデ，キヅタ，

ハリギリ， 0セリ科:ノダケ，イワニンジ
ン，シラネセンキュウ，セントウソウ，ミ

ツバ，ミヤマチドメ，チドメグサ，セリ，

ヤプニンジン，ウマノミツバ，ヤブジラ

ミ， 0ミズキ科:アオキ，ヤマボウシ，ミ
ズキ，クマノミズキ，ハナイカダ， 0リョ
ウブ科:リ-ョウブ， 0ツツジ科:ネジキ，
アセビ， ミツバツツジ，ヤマツツジ， 0ヤ
ブコウジ科 :ヤブコウジ，0サクラソウ
科:オカトラノオ，コナスビ， 0カキノキ
科:シナノガキ，カキノキ，マメガキ， 0
モクセイ科:マルパアオダモ，アオダモ，

イボタ，ミヤマイボタ， 0キョウチクトウ
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科:テイカカズラ， 0ガガイモ科:オオカ
モメヅル， 0ムラサキ科:ホタルカズラ，

Oクマツヅラ科 :ムラサキシキブ，コパノ
ムラサキシキブ，ヤブムラサキ，クサギ，

Oシソ科 :タチキランソウ，ジュウニヒ ト
エ，トウパナ，イヌトウパナ，ナギナタコ

ウジュ，フトボナギナタコウジュ，シモパ

シラ，イヌコウジュ，レモンエゴマ，セキ

ヤノアキチョウジ，ヤマハッカ，ヒキオコ

シ，アキノタムラソウ，キパナアキギリ，

ニガクサ，ツルニガクサ， 0ナス科:ク
コ，イガホオズキ，ヒヨドリジョウゴ，マ

ルパノホロシ，ハダカホオズキ，0ゴマノ

ハグサ科:トキワハゼ， 0キツネノマゴ

科:キツネノマゴ， 0ハエドクソウ科 :ハ
エドクソウ，ナガパハエドクソウ， 0オオ

バコ科:オオバコ， 0アカネ科 :ヤマムグ
ラ，ヤエムグラ，ハシカグサ，ヘクソカズ

ラ，アカネ， 0スイカズラ科 :ツクパネウ
ツギ，ウグイスカグラ，スイカズラ，ソク

ズ，ニワトコ，ガマズミ，コパノガマズ

ミ，ヤブデマリ，ハコネウツギ，ニシキウ

ツギ， 0オミナエシ科:オトコ工シ，ツル
カノコソウ， 0ウリ科:アマテャヅル，ス
ズメウリ，カラスウリ，キカラスウリ， 0
キキョウ科 :ホタルブク口，ツルニンジ

ン， 0キク科 :ノブキ，オクモミジハグ
マ，キッコウハグマ，ブタクサ，オオブタ

クサ，ヨモギ，ノコンギク，シロヨメナ，

カミヤマシロヨメナ，サガミギク，シラヤ

マギク，ヒロハホウキギク，アメリカセン

ダングサ，コセンダングサ，モミジガサ，

ヤプタバコ，コヤブタバコ，ガンクビソ

ウ，サジガンクピソウ，ヒメガンクビソ

ウ， トキンソウ，ホソエノアザミ，アズマ

ヤマアザミ，タイアザミ，ノハラアザミ，

オオアレチノギク，ベニバナボロギク，

リュウノウギク，ダンドポロギク，ヒメ

ジョオン，ヒメムカシヨモギ，ハルジオ

ン，ヒヨドリパナ，ハキダメギク，チチコ

グサ，ユウガギク，カントウヨメナ，アキ

ノノゲシ，ホソパアキノノゲシ，ヤマニガ

ナ，ムラサキニガナ，ケムラサキニガナ，

ヤプタビラコ，センボンヤリ，カシワパハ

グマ，ヤクシソウ，コウヤボウキ，フキ，

コウゾリナ，キントキヒゴタイ，コメナモ

ミ，メナモミ，セイタカアワダチソウ，ア

キノキリンソウ，ノゲシ，ヤブレガサ，セ

イヨウタンポポ，カントウタンポポー

当日の参加者 :秋山 守，阿部真知子，

Annette Schomer，稲垣ユキ子，小沢敬，

小川治作，勝山輝男，城川四郎，菊地真知

子，工藤一成，黒沢一之，小久保恭子，斎

木操，佐々木あや子，鈴木順子，園田秋

子，高坂雅子，高橋秀男，田中京子，田中

徳久，長岡陶，根本平，平川恵美子，

古川冷賓， 山口育子， 山口勇一，山崎泰

子， 山下英希，山田文雄，吉沢健，吉田

多美枝，吉永陽一
'~/~/A'/~'~/"'/"'/"""岬，.，/.，岬"..."..，，，MI/f，.，掴

事務局より

原稿の集まりがよく，久しぶりにページ

数が増えました。そのせいではありません

が，総会で予定した発行期限に少し遅れて

しまいました。先日，植物誌改訂にむけて

の調査メッシュのアンケートをお願いしま

したが，来春から再調査をスタf トします。

その発足集会を兼ねて， 1月27日(土)に

総会を予定しています。そのときに，調査

の具体的な方法，分担などを提案したいと

思います。是非，ふるって御参加ください。

11月20日に相模原市立博物館がオープ

ンしました。相模原から県北方面の植物調

査のセンターとなることを期待したいと思

います二

内田藤吉先生より湯河原で撮影されたア

ケポノシュスランの写真を送っていただき

ました。スペースの都合により，次号にま

わします。次号は3月頃を予定しています。

原稿をよろしくお願いします。
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